







































































































































































働についてマルクスは、周知のように、これを「抽象的人間的労働 abstrakt menschliche 
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（初出論文名「ボランティアと個人の自発性」     



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































のではないか。使命の意味を含んでいるドイツ語には、Sendung, Mission, Beruf, 
Aufgabe,Bestimmung 等があるようだが、Mission はいうまでもなく Sendung も、「派遣」と
いう意味でもあり、使わされ送られるのだとの被授与性・受動性がそのもとにはありそうで
ある。ルターの例のBerufは、いまでは主として「職業」の意味でつかわれるようで、ウェ
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２．フロムのいう「自由からの逃走」 


























escape from freedom」の道である。 
この逃避の道は、自立できないで「第二の」「新しいきずな」9)を求める道であり、それは、
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